
府中基地跡地留保地周辺地区のまちづくりに向けたワークショップ　結果まとめ

【開催概要】
　●令和３年７月１０日（土）
　　・会場︓市民活動センタープラッツ第１会議室
　　・参加者数︓15 名（明星高校︓６名）
　●令和３年７月１１日（日）
　　・会場︓生涯学習センター研修室２
　　・参加者数︓28 名（明星高校︓７名）

　本紙では、ワークショップ結果として、いただいたご意見の概要（1 頁参照）
と、いただいたご意見の詳細（2 ～ 9 頁参照）をご紹介いたします。

　今後、いただいたご意見を踏まえて、「府中基地跡地留保地の周辺を含むま
ちづくりの方向性のイメージ」を検討し、皆様にお示ししていきたいと考えて
おります。

　今後ともご理解・ご協力くださいますようお願い申し上げます。
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【資料１】

市からの説明の様子（7 月 10 日） 意見紹介の様子（7 月 11 日）

■まちづくりポイントに関するご意見

　○まちづくりポイントの導入

　○まちの人々と協力・連携したシステム構築

■デジタルサイネージに関するご意見

　○店舗やイベント情報に加えた、観光案内や交通情報のリアル
　タイム表示

　○多言語対応やスマートフォンアプリとの連動

■パブリックアート・デザインの統一に関するご意見

　○フォトジェニックなアート作品等を点在させることによる
　集客力の向上（設置にあたっては通行幅に配慮が必要）

　○監修デザイナーやアート作品の公平な選定

　○夜間も光るフラッグ等の設置による、美観性と安全性の確保

■イベント・マルシェ・道路空間利活用に関するご意見

　○中心市街地などにおける既存のイベントと留保地における
　イベントの積極的な連携　

　○地産地消・市民主体のイベントの実施

　○ヨーロッパの街並みのようなオープンカフェや歩行者天国
　の実施

　○マルシェ、マーケット、音楽イベントなどの実施

■緑の保全・育成に関するご意見

　○生態系調査の実施と現在の自然の保全

　○自然と共生するデザインやルールの設定による、緑豊かな
　街並みの形成

　○歩きたくなる道（遊歩道等）の整備

　○整備した樹木などの継続的な管理

■多世代・多様性に関するご意見

　○誰もが使いやすいインクルーシブ公園の整備

　○子どもの居場所や、多世代交流の場の整備

■イベントや施設整備などに関するご意見

　○オープンカフェ、マーケット、野外シネマ、ポップアップ
　ショップ、市民主体のイベントなどの実施

　○農業に関するイベントや取組みの実施（地元農家のファー
　マーズマーケット、農業体験、東京農工大学との連携など）

　○スポーツに関連するイベントの実施（パブリックビューイ
　ング、ラグビー、馬など）や、施設の整備（球場、クラブ
　ハウス、ジョギングコースなど）

　○アートに関する施設の整備（アート広場、アートボードなど）

　○バーベキューやキャンプなどが楽しめる場の整備

　○地域の歴史・文化を発信・体験できる場の整備

■環境に関するご意見

　○持続可能な地域づくりやスマートタウンの形成

　○CO2排出量削減等の環境に関する目標設定やルールづくり

　○再生可能エネルギーの利用や、エネルギー供給システムの
　導入

　○電気自動車や水素燃料自動車の導入

　○シェアサイクル等のシェアリングモビリティの導入

　○グリーンカーテンやミストシャワーの設置

　○無料の給水所の設置

　○地域の企業（東芝・NEC）や、環境・防災系の大学研究室
　との連携

■防災に関するご意見

　○防災センターや避難場の整備

　○非常時の電源供給システムの導入

　○商業施設等との防災協力協定の締結

　○災害時の自治や組織づくり

　○防災マップの作成

　○防災を啓発するイベント（防災キャンプ等）の実施

　○水害へのハード・ソフト面での対策


















